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京都京都京都京都からからからから東日本大震災被災者東日本大震災被災者東日本大震災被災者東日本大震災被災者にににに届届届届けけけけ支援支援支援支援のののの真心真心真心真心をををを！！！！    ★★★★街頭街頭街頭街頭にににに立立立立ちちちち募金募金募金募金をををを呼呼呼呼びかけびかけびかけびかけ………………………………青年部青年部青年部青年部  東日本大震災発生の直後の３月１３日から、３月・４月の休日、青年部員が京都市内に立ち、街頭募金を行った。１００万円余の募金が集まり、        
★★★★被災地被災地被災地被災地へへへへ心心心心をおくるをおくるをおくるをおくる    ５５５５・・・・１５１５１５１５    青年青年青年青年のののの日日日日  ５月１５日、全国の青年が世界平和のために行動を起こす『青年の日』が開催された。京都教会では、「「「「今今今今こそこそこそこそ輝輝輝輝けけけけ！！！！共共共共にににに生生生生きるいのちきるいのちきるいのちきるいのち！～！～！～！～アイコトバアイコトバアイコトバアイコトバははははトトトト・・・・モモモモ・・・・イイイイ・・・・キキキキ～」～」～」～」をテーマとして、教会での平和学習会と街頭活動が実施された。  午前に実施された学習会では、地雷・小型兵器・子ども兵問題に取り組むＮＰＯ法人テラ・ルネッサンス理事長・小川真吾氏の講演が行われた。  午後からは街頭に出て、「東日本大震災義援金募金」と「うちわメッセージ」を実施した。「うちわメッセージ」とは、シールにメッセージを書いてもらい、それをオリジナルうちわに貼って東北に送ろうというものだ。青年たちの呼びかけに対して、市民から２時間ほどで約３５０のメッセージが集まった。  青年の日の由谷実行委員長は、自分の見方が変わったと述べた。目に見える支援だけでなく、『気持ちを送る』活動が大切だと。  

おおおお知知知知らせらせらせらせ（（（（６６６６月月月月のののの教会行事教会行事教会行事教会行事）））） 

日本赤十字を通じて、被災地に送られた。  この他、会員からの寄付などを合わせると、京都教会では、６００万円を超える義援金が寄せられた。 …………………………………………………………… ★★★★会員会員会員会員ボランティアボランティアボランティアボランティアとしてとしてとしてとして被災地被災地被災地被災地へへへへ     本会では４月１７日より、被災地での会員によるボランティア活動を実施している。各地の災害ボランティアセンターの要請を受け、屋内外の汚泥やがれきの撤去、清掃活動などに取り組んでいる。  京都教会においても、有志が５月下旬にボランティアとして被災地におもむく。 …………………………………………………………… ★★★★チャリティーイベントチャリティーイベントチャリティーイベントチャリティーイベントにににに参加参加参加参加     ５月７日、犠牲者の鎮魂や被災地の復興を目的としたチャリティーイベント「『つながれ、ニッポン！』～鎮魂と祈りの夕べ～」が、国立京都国際会館で開かれた。  天台宗総本山延暦寺の僧侶らにより犠牲者供養のための声明が唱えられたほか、ゴスペルなども披露され、前原前外務大臣の講演が行われた。また会場では、東北物産展などが行われ、入場料や物産展での売上げが復興支援義捐金として寄付された。  京都教会からは、同イベントに参加したほか、青年部員がボランティアとして、イベントの開催を支援した。 
６月 １日（木）朔日参り       9：00～    ５日（日）日曜参拝日      9：00～   １０日（金）脇祖さまご命日    9：00～          ― 大法座 ―   １５日（木）釈迦牟尼仏ご命日   9：00～   １８日（土）東日本大震災犠牲者          百か日慰霊法要   9：00～   ２５日（土）アフリカへ毛布をおくる運動       発送式      10：00～     五月十五日は京都三大

祭のひとつ葵祭が行われ
る日だ。五百人以上の風

雅な行列が、京都御所を
出発、下賀茂神社を経て、

上賀茂神社に向かう。

 

 この祭の起源は、今か
ら約千四百年前、国中が

はげしい風雨で、五穀が
実らなかったので、祭礼

を行い、駆競（かけくら
べ）をしたところ、風雨

はおさまり、五穀は豊か
に実って国民も安泰にな

ったことからだという。

 

 太古より人類は、自然
の前には無力だった。だ

からこそ神仏を敬い・祈
り、平和と安穏を願った。

 

 近年、科学の力で自然
の脅威を克服したかと思

っていた。しかし、それ
は錯覚だった。そのこと

を、今回の大震災が示し
ているようだ。

 

 孫悟空がきんとうんに
乗って自由に飛びまわれ

ると思っていたが、お釈
迦さまの手のひらから飛

び出せなかったという。
今回改めて、人間は自然

や神仏の前で、もっと謙
虚であるべきだと、教え

られたのではないか。

 

時 事 刻 々

 平平平平成成成成２２２２３３３３年年年年、、、、私私私私たたたたちちちちはははは「「「「すすすすべべべべててててがががが仏仏仏仏ささささままままののののププププレレレレゼゼゼゼンンンントトトト    見見見見よよよようううう    聴聴聴聴ここここうううう    観観観観じじじじよよよようううう    伝伝伝伝ええええよよよようううう」」」」をををを実実実実践践践践ししししてててていいいいききききまままますすすす。。。。    
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各地各地各地各地でででで明明明明るいるいるいるい社会社会社会社会づくりづくりづくりづくり運動運動運動運動 

宇治明社宇治明社宇治明社宇治明社でででで２１２１２１２１回目回目回目回目ののののバザールバザールバザールバザール ５月８日、宇治市総合福祉会館前で、宇治市明るい社会づくり運動の会主催の「第２１回福祉バザール」が開催された。 今回も「明るく、楽しく、感謝して」をテーマとし、好天に恵まれ、日用品・贈答品など会員からの提供品などの物品を安価で販売。ビンゴゲームや、「アフリカ毛布をおくる運動」の呼びかけなどもあり、盛況なバザールだった。 １９９０年に第１回のバザールを開催して以来、毎回収益金を市社協の「ふれあい基金」に寄付してきたが、今年は収益金約４２万円の一部を、東日本大震災の義援金として寄付した。第１回バザールからの累計は約８６０万円になった。    

歴史歴史歴史歴史あるあるあるある藤森神社藤森神社藤森神社藤森神社でででで伏見明社伏見明社伏見明社伏見明社がががが清掃奉仕清掃奉仕清掃奉仕清掃奉仕    ４月１７日、伏見明るい社会づくり運動の会（伏見明社）は藤森神社境内の清掃奉仕を行い、参加者４０名が爽やかな汗を流した。 藤森神社は今から約１８００年前に神功皇后によって創建された皇室ともゆかりの深い古社で、本殿は正徳２年（１７１２年）、中御門天皇より賜ったもの。特に、菖蒲の節句（子供の日）発祥の神社としても知られる。 伏見明社では地域社会の活性化を図るには、地域の「氏神」様を大切にしたいという想いからこの神社での清掃奉仕を発案し、近隣住民と奉仕活動を通して絆を深めている。事前にパンフレットを作成しポスティングを試みたところ、当日は京都教育大学学生部から５名の参加も実現した。 この日は、清掃の前に東日本大震災で被害にあわれた方々への祈りを捧げ、「こころひとつ」して活動に取り組むことができたという。    
        

また、５月５日 の駈馬神事（かけうましんじ）当日の早朝にも、同様に清掃奉仕を行い、２１名の参加があった。    
    ４５０個の餅が売れた。今後も継続して、商店街の名物にしていき、地域とのきずなを深め、明るい社会づくりに努めていきたいとしている。 

中央明社中央明社中央明社中央明社でででで元気元気元気元気にににに明明明明るくるくるくるく    もちつきもちつきもちつきもちつき大会大会大会大会  ４月２９日、中央明るい社会づくり運動の会（中央明社）は、京都三条会商店街振興組合事務所前で「ふれあいもちつき大会」を行った。  同商店街でのもちつきは昨年に続き２回目。今回はゴールデンウィーク初日ということもあり、商店街を行き来する多くの人が、足を止めてながめていた。中には、若者から年配者まで、外国人や府議会議員など、飛び入りで餅をつく姿が見られた。また、販売コーナーでの東日本大震災の募金も呼びかけ、市民とのふれあいができた１日だった。  今回は事前に中央明社の会員が摘んできた「よもぎ」で作った「よもぎ餅」も加わり、前回の５割増しの約    
●後後後後ろろろろ姿姿姿姿でででで人人人人をををを導導導導くくくく    （（（（佼成会佼成会佼成会佼成会のことばのことばのことばのことば））））     「後ろ姿で人を導く」とは言葉で人を説得・教化するのではなく、自らが教えのとおりに実践することで人を導くということです。  「自ら信じて、人をして信ぜしむ」という言葉がありますが、何よりも導く側が「ご法はありがたい」との確信を持っていなければ、人に感動を与えることはできません。たとえば、「仏さまの喜ぶことをさせていただきましょうね」と人に言ったとしても、自分自身が本当に喜んで実行してこそ、その言葉は相手の心に 

響きます。同時に人間性も問われてくるのです。  「後ろ姿で人を導く」には、まず不平不満や人を恨む心を捨て、むやみに欲張らない生活を心掛ける。こうした気持ちで毎日を過すと、喜びと感謝に満ちた日々を送ることができ、知らず知らずのうちに「お陰さま」という心になってきます。  そして、慈悲の心で人のために奉仕をさせていただくと、人の役に立ちたいという心がいっそう強まり、大勢の人が慕ってくるようになります。その徳分によって相手を感化できるのです。「後ろ姿で人を導く」ことは、布教伝道の大切な要です。 
 



２０１１年５月１５日 ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報     ３ 
今月今月今月今月のののの言葉言葉言葉言葉    ～～～～苦手苦手苦手苦手をををを乗乗乗乗りりりり越越越越えるえるえるえる～～～～                                京都教会長京都教会長京都教会長京都教会長・・・・中村憲一郎中村憲一郎中村憲一郎中村憲一郎     桜前線が本州の最北端まで北上し、いま弘前の桜が満開です。東日本の被災地の方々は、今年の桜をどのような感慨を持って見られたのでしょうか。美しく咲いた桜の花は、苦難に満ちた皆さんにしばしの安らぎと癒しをプレゼントしたことでしょう。自然の猛威によって大きな困難を強いられた人々の心を、今度はその自然の営みが癒す、何ともいえぬ不思議を感じます。  ５４歳で亡くなった医師・井村和清さんの著書「飛鳥へ、そしてまだ見ぬ子へ」に次のような詩があります。 …………………………………………………………… 「「「「あたりまえあたりまえあたりまえあたりまえ」」」」    あたりまえあたりまえあたりまえあたりまえ    こんなすばらしいことをこんなすばらしいことをこんなすばらしいことをこんなすばらしいことを    みんなはなぜみんなはなぜみんなはなぜみんなはなぜ喜喜喜喜ばないばないばないばないのでしょうのでしょうのでしょうのでしょう    あたりまえであることをあたりまえであることをあたりまえであることをあたりまえであることを    おおおお父父父父さんがいるさんがいるさんがいるさんがいる    おおおお母母母母さんがいるさんがいるさんがいるさんがいる    手手手手がががが二本二本二本二本あってあってあってあって    足足足足がががが二本二本二本二本あるあるあるある    行行行行きたいところへきたいところへきたいところへきたいところへ自分自分自分自分でででで歩歩歩歩いてゆけるいてゆけるいてゆけるいてゆける    手手手手をのばせばをのばせばをのばせばをのばせば    なんでもとれるなんでもとれるなんでもとれるなんでもとれる    音音音音がきこえてがきこえてがきこえてがきこえて    声声声声がでるがでるがでるがでる    こんなしあわせはあるのでしょうかこんなしあわせはあるのでしょうかこんなしあわせはあるのでしょうかこんなしあわせはあるのでしょうか    しかししかししかししかし、、、、だれもそれをよろこばないだれもそれをよろこばないだれもそれをよろこばないだれもそれをよろこばない    あたりまえだあたりまえだあたりまえだあたりまえだ、、、、とととと笑笑笑笑ってすますってすますってすますってすます    食事食事食事食事がたべられるがたべられるがたべられるがたべられる    夜夜夜夜になるとちゃんとになるとちゃんとになるとちゃんとになるとちゃんと眠眠眠眠れれれれ、、、、    そしてそしてそしてそして又朝又朝又朝又朝がくるがくるがくるがくる    空気空気空気空気をむねいっぱいにすえるをむねいっぱいにすえるをむねいっぱいにすえるをむねいっぱいにすえる    笑笑笑笑えるえるえるえる、、、、泣泣泣泣けるけるけるける、、、、叫叫叫叫ぶこともできるぶこともできるぶこともできるぶこともできる    走走走走りまわれるりまわれるりまわれるりまわれる    みんなあたりまえのことみんなあたりまえのことみんなあたりまえのことみんなあたりまえのこと    こんなこんなこんなこんなすばらしいことをすばらしいことをすばらしいことをすばらしいことを    みんなはみんなはみんなはみんなは決決決決してしてしてして喜喜喜喜ばないばないばないばない    そのありがたさをそのありがたさをそのありがたさをそのありがたさを知知知知っているのはっているのはっているのはっているのは、、、、    それをなくしたそれをなくしたそれをなくしたそれをなくした人人人人たちだけたちだけたちだけたちだけ 

なぜでしょうなぜでしょうなぜでしょうなぜでしょう    あたりまえあたりまえあたりまえあたりまえ    ……………………………………………………………  いま日本中の人々が、「あたりまえ」が何一つないことを痛感しています。震災前よりも少し涙もろくなった、心が優しく温かくなった、その一つ一つの思いがその証だと思います。  今月の会長法話は、「苦手を乗り越える」です。人はみな、苦手なことがあるのはあたりまえと感じていますが、それは勝手な思いこみや人との比較に因ることが少なくないというのです。  仏教では「世界中の人は、一人ひとりみな、尊い命をいただいている」、また「人は生きている限り苦とともにある」「苦と楽は本来一つ」「この世は自分の思いどおりにならない」と教えますが、私たちは、楽を求めて苦を遠ざけ、自分の思いどおりにしようとやっきになって、また新たな苦を招いています。  良寛さんが地震のときに書いた手紙に「「「「災難災難災難災難からからからから逃逃逃逃れるれるれるれる妙法妙法妙法妙法」」」」があります。「「「「災難災難災難災難にににに遭遭遭遭うううう時節時節時節時節にはにはにはには遭遭遭遭うがようがようがようがよくくくく候候候候。。。。死死死死ぬぬぬぬ時節時節時節時節にはにはにはには死死死死ぬがよくぬがよくぬがよくぬがよく候候候候。。。。是是是是はこれはこれはこれはこれ災難災難災難災難からからからからのがるるのがるるのがるるのがるる妙法妙法妙法妙法にてにてにてにて候候候候」」」」。災難に出遭ったときは、人のせいにしたり、苦（苦手）から逃げようとしないで、私たちの身の周りに起こってくる出来事や苦手と感じる人や事柄を、なにごともまず「受け入れてみよう」「実践してみよう」と素直になって生きることが、「災難から逃れる妙法」だというのです。そうすると後になって「思いがけない喜びや発見」さらには「人間としての成長、心の成長」というプレゼントを得ることもできるのです。ピンチはチャンスです。みんなで乗り越えて参りましょう。 「がんばろう！私、がんばろう！日本 こころひとつに」   の教育のマニュアル(教科書)は存在しない。つまり個人学習のマニュアルは「感化の教育」であって、親が子どもに見習わせる教育である。例えば、朝昼夜は「おはようございます」「こんにちは」「こんばんは」、人には「ありがとうございます」というあいさつを親が手 
 

かめおかこころかめおかこころかめおかこころかめおかこころ塾塾塾塾でででで家庭響育家庭響育家庭響育家庭響育    ４月２３日、ガレリアかめおかで、「かめおかこころ塾」（主催：亀岡市民新聞社）が開催され、家庭響育「子どもの心に向かい合えてますか」と題し、京都家庭教育研究所所長・中道雅子さんの講演が行われた。 「響育」とは相手（子ども）の心に響く教育、教えるのではなく育て救おうとする教育、子どもが持っている能力をその子なりに実を育て花を咲かせる教育と述べ、知・情・意の３つのバランスの大切さ、とりわけ家庭で行なわれる心の教育(情)の大切さを強調。 日本は優先的に「知」の教育がすすんだものの、最近は「情」の教育ですら学校の先生にお願いする母親が多くなっているようだ。学校の先生は集団教育のプロで個人学習のプロは父親母親であるが、親にとって 
本を見せることが大切だ。 また、子どもの成長に合わせて、乳児期・幼児期・児童期・中高生期と、それぞれに親としての接し方のポイントを解説。親から子どもへの遺伝は 20％、環境による人格形成は 80％と言われ、それだけ家庭が大事であり、親や祖父母の関わりの大切さを力説した。  

 



４ ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報    ２０１１年５月１５日    
庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖のののの宗教観宗教観宗教観宗教観････平和観平和観平和観平和観    「「「「一乗一乗一乗一乗のののの道道道道」」」」 《《《《２２２２度目度目度目度目のののの国連演説国連演説国連演説国連演説》》》》    
1982年、第２回国連軍縮特別総会(SSDⅡ)において、国際自由宗教者連盟(IARF)の会長を務めていた庭野開祖が、「NGO(非政府機関)からの提言」として演説をするよう指名を受けた。この第２回国連軍縮特別総会を前にして「立正佼成会核兵器廃絶・軍縮推進委員会」を発足させた本会は、２ヶ月あまりで目標を上回る

2.700万人の署名を寄せて頂くことができたのだった。 この佼成会の平和キャンペーンに呼応して、新日本宗教団体連合会(新宗連)加盟の各教団も 1.000 万人の署名を集め、また、フレンドシップ・タワーを通して交流を深めてきたフィリピンのバターン・キリスト教青年会の青年たちが、フィリピンの市民 7.000 人分の署名を携えて来日してくれた。 昭和 57年 6月 24日、ニューヨークの朝は素晴らしい快晴だった。第２回国連軍縮特別総会の第 18日目、庭野開祖は IARF第 25代会長として、国連総会議場の演壇に立った。「「「「IARFIARFIARFIARF をををを代表代表代表代表しししし、、、、そしてそしてそしてそして原爆被爆国原爆被爆国原爆被爆国原爆被爆国のののの日本日本日本日本のののの仏教徒仏教徒仏教徒仏教徒としてとしてとしてとして、、、、私私私私はははは世界世界世界世界のののの人人人人々々々々にににに訴訴訴訴えたいのでえたいのでえたいのでえたいのですすすす。。。。そのそのそのその第一第一第一第一はははは、、、、核兵器核兵器核兵器核兵器がががが配備配備配備配備されたいまされたいまされたいまされたいま、、、、戦争戦争戦争戦争のののの意意意意味味味味がまったくがまったくがまったくがまったく一変一変一変一変してしまったことでありますしてしまったことでありますしてしまったことでありますしてしまったことであります。。。。    これまでのこれまでのこれまでのこれまでの戦争戦争戦争戦争ではではではでは、、、、当事者双方当事者双方当事者双方当事者双方にににに何何何何らかのらかのらかのらかの正当性正当性正当性正当性をををを主張主張主張主張しうるしうるしうるしうる根拠根拠根拠根拠をををを見見見見つけることができましたつけることができましたつけることができましたつけることができました。。。。しかしかしかしかしししし、、、、核兵器核兵器核兵器核兵器がもたらすがもたらすがもたらすがもたらす恐恐恐恐るべきるべきるべきるべき破壊破壊破壊破壊とととと殺戮殺戮殺戮殺戮のののの前前前前にはにはにはには、、、、どのようなどのようなどのようなどのような正当性正当性正当性正当性もももも吹吹吹吹きききき飛飛飛飛んでしまいますんでしまいますんでしまいますんでしまいます。。。。生生生生きききき残残残残るるるる者者者者のないのないのないのない戦争戦争戦争戦争にはにはにはには勝者勝者勝者勝者もももも敗者敗者敗者敗者もありませんもありませんもありませんもありません。。。。あるのはあるのはあるのはあるのは生命生命生命生命のののの尊厳尊厳尊厳尊厳にににに対対対対するするするする冒涜冒涜冒涜冒涜だけですだけですだけですだけです。。。。そのことをそのことをそのことをそのことを私私私私たちたちたちたちはははは広島広島広島広島とととと長崎長崎長崎長崎によってによってによってによって見見見見せつけられましたせつけられましたせつけられましたせつけられました。。。。    広島広島広島広島とととと長崎長崎長崎長崎のののの犠牲者犠牲者犠牲者犠牲者はははは、、、、人類人類人類人類がががが 3333 発目発目発目発目のののの原爆原爆原爆原爆をををを絶対絶対絶対絶対にににに使使使使ってはならないことをってはならないことをってはならないことをってはならないことを教教教教えるえるえるえる殉教者殉教者殉教者殉教者でありましでありましでありましでありましたたたた。。。。人類人類人類人類のののの運命運命運命運命はははは、、、、一握一握一握一握りのりのりのりの各国政府代表各国政府代表各国政府代表各国政府代表によってによってによってによって決決決決められるのではなくめられるのではなくめられるのではなくめられるのではなく、、、、草草草草のののの根根根根のののの人人人人々々々々のののの人類的広人類的広人類的広人類的広がりとがりとがりとがりと連帯連帯連帯連帯によってによってによってによって決定決定決定決定されなければなりませんされなければなりませんされなければなりませんされなければなりません」」」」    そして庭野開祖は、世界平和へ向けての行動の第一歩となる具体的な提案を行ったあと、「「「「世界世界世界世界にはまだにはまだにはまだにはまだ核核核核兵器兵器兵器兵器のののの効用効用効用効用についてについてについてについて、、、、迷信迷信迷信迷信をををを抱抱抱抱くくくく人人人人々々々々がががが多多多多くくくく存在存在存在存在しししし、、、、核兵器核兵器核兵器核兵器がががが人間人間人間人間にもたらすむごたらしさをにもたらすむごたらしさをにもたらすむごたらしさをにもたらすむごたらしさを知知知知らずにいるらずにいるらずにいるらずにいる人人人人があまりにもがあまりにもがあまりにもがあまりにも多多多多いいいい現状現状現状現状にににに対対対対してしてしてして、、、、世界世界世界世界のののの世論世論世論世論をををを喚起喚起喚起喚起するするするする軍縮軍縮軍縮軍縮キャンペーンキャンペーンキャンペーンキャンペーンのののの諸活動諸活動諸活動諸活動のためにのためにのためにのために、、、、立正佼成会立正佼成会立正佼成会立正佼成会がががが向向向向こうこうこうこう１１１１年間年間年間年間にににに 100100100100 万万万万ドルドルドルドルをををを提供提供提供提供することをすることをすることをすることを表明表明表明表明しますしますしますします」」」」と結んだ。 

この演説を終えた翌日、庭野開祖はデクエヤル国連事務総長、明石康事務次長をはじめ、国連関係者、各国の国連大使、NGO代表の人たちを招いて、国連本部の特別食堂でレセプションを開いた。世界各国の代表
600 人の方々が出席して下さった。その来賓の中に、ルーベン会議で庭野開祖に日本政府への伝言を託されたフィリップ・ノエルベーカー卿の姿もあった。  「とても、素晴らしいスピーチでした。歴史の転換点は、今です」軍縮問題の世界的権威であり、ノーベル平和賞受賞者であるノエルベーカー卿は、手を差し伸べて、我がことのように喜んで下さった。 国連国連国連国連についてについてについてについて様様様様々々々々にいうにいうにいうにいう人人人人がいるがいるがいるがいる。。。。国連国連国連国連はははは無力無力無力無力だとだとだとだと決決決決めつけめつけめつけめつけ、、、、国連中心主義国連中心主義国連中心主義国連中心主義のののの日本日本日本日本のののの外交外交外交外交をををを笑笑笑笑うううう人人人人もいるもいるもいるもいる。。。。しかししかししかししかし、、、、国家国家国家国家エゴイズムエゴイズムエゴイズムエゴイズムがががが渦巻渦巻渦巻渦巻くくくく現在現在現在現在のののの世界世界世界世界でででで、、、、最最最最ももももグローバルグローバルグローバルグローバルなななな視点視点視点視点でででで世界世界世界世界をををを見見見見ることができるのがることができるのがることができるのがることができるのが国連国連国連国連であろであろであろであろうううう。。。。もしもしもしもし国連国連国連国連というというというという組織組織組織組織がなかったならばがなかったならばがなかったならばがなかったならば、、、、世世世世界界界界のののの危機的状況危機的状況危機的状況危機的状況はさらにはさらにはさらにはさらに深刻深刻深刻深刻なものになっていたであなものになっていたであなものになっていたであなものになっていたであろうろうろうろう。。。。    国連の必要性は、核や紛争処理の問題だけに限らない。昭和 56年(1981年)のユニセフの発表によると発展途上国では毎日、4万人余の子供が死亡し、1億人が食べる物もなく病床に臥し、1.000万人が心身に障害を受け、6歳～11歳の子供 2億人が学校へも行けないでいるという。途上国の乳児死亡率は先進国の 10倍で、生まれてくる 1 億 2.500万人中、1.700 万人以上が 5 歳の誕生日を迎えることなく死ぬだろうと予測している。こうした現状を知れば、「「「「私私私私もももも何何何何かおかおかおかお役役役役にににに立立立立てないてないてないてないものかものかものかものか」」」」と、誰もが考えずにいられなくなるだろう。  もしもしもしもし国連国連国連国連がなかったならばがなかったならばがなかったならばがなかったならば、、、、そうしたそうしたそうしたそうした人人人人たちはたちはたちはたちは沈黙沈黙沈黙沈黙のうちにのうちにのうちにのうちに死死死死んでいくしかないことになるんでいくしかないことになるんでいくしかないことになるんでいくしかないことになる。。。。国連国連国連国連はははは声声声声ななななきききき声声声声のののの代弁者代弁者代弁者代弁者としてもとしてもとしてもとしても必要必要必要必要なななな存在存在存在存在なのであるなのであるなのであるなのである。。。。かつて前国連事務総長のワルトハイム氏にお会いした時、「「「「国国国国連連連連はははは立派立派立派立派なななな平和機構平和機構平和機構平和機構ですですですです。。。。それをそれをそれをそれを活用活用活用活用すればすればすればすれば世界世界世界世界のののの平平平平和和和和のののの維持維持維持維持はははは可能可能可能可能なのですなのですなのですなのです。。。。国連憲章国連憲章国連憲章国連憲章のののの理想理想理想理想をををを現実現実現実現実のものものものものとするためにのとするためにのとするためにのとするために、、、、宗教者宗教者宗教者宗教者のののの皆皆皆皆さんにさんにさんにさんに世界世界世界世界のののの安全保障安全保障安全保障安全保障ののののバックボーンバックボーンバックボーンバックボーンになっていただきたいになっていただきたいになっていただきたいになっていただきたい」」」」と、切々と訴えられたことがあった。 国際紛争の調停役としての存在が国連しかない以上、それがよく機能するように守り育てていくのが、国連 NGO に加盟している宗教者の使命だと庭野開祖は考えている。             (つづく) 

 渉外部からのメッセージ  先日、１９９９年の開祖葬の様子を改めて見る機会がありました。開祖さまの最後の言葉は「こころひとつに」だったそうです。今回の東日本大震災を受けてその言葉の重さをしみじみ感じます。日本中が「こころひとつに」を合言葉にしていますね。先日のゴール 
デンウィークでも多くのボランティアが現地へ訪れたようです。短期集中でだけでなく、長い期間「こころひとつに」を持続する我々でありたいと思います。 この月報を読まれて感想などがありましたらお気軽にお寄せ下さい。 RKK 京都教会 FAX 075-762-2266 

 


